
平成 29 年度 第 2 次 第１回安芸高田市・子ども子育て会議 議事録 
 

日時：平成 30 年 3 月 10 日（土）13：30～ 

場所：クリスタル・アージョ 4階研修室 401 

議題 

 １ 安芸高田市・子ども子育て会議について 

  （１）安芸高田市子ども・子育て支援事業計画の見直しについて 

  （２）今後のスケジュールについて 

  （３）その他 

（１）安芸高田市子ども・子育て支援事業計画の見直しについて 

委員の皆さんの意見により、下記のとおり計画の内容を修正しました。 

修正事項 

ﾍﾟｰｼﾞ 実施施策名 変更点 変更前（…は省略部分） 変更後（…は省略部分） 

P40 病後児保育サ

ービスの充実 

施策名の修正

及び施策内容

の追加 

病後児保育サービスの充実 病児・病後児サービスの充実 

･･･。また、病児保育を実施する

ために、施設整備を行います。 

P40 保育所の施設

整備 

施策名の修正 保育所の施設整備 保育所・認定こども園の施設整備 

P40 放課後児童ク

ラブの充実 

施策内容の修正 ･･･児童のニーズにあった放課

後児童クラブ活動の展開を図

ります。 

･･･児童のニーズにあった放課後

児童クラブ活動の展開及び施設

整備を図ります。 

P40 保育所の園庭

開放 

施策名の修正 保育所の園庭開放 保育所・幼稚園等の園庭開放 

P41 地域子育て支

援センター 

施策内容の修正 また、定期的につどいの会や体

操教室を開催したり…。 

また、定期的に交流会や体操教室

を開催したり…。 

P42 児童手当 施策内容の修正 中学校修了まで…。 中学校修了前まで…。 

P42 私立幼稚園就

園奨励費補助

金 

施策内容の修正 保護者の経済負担を軽減し、幼

児教育の振興を図るため、園に

在園する 3 歳児・4 歳児・5 歳

児を対象に就園奨励事業とし

て保育料の減免があります。ま

た、所得制限があります。 

幼児教育の振興を図るため、入園

料及び保育料の減免を行った私

立幼稚園へ補助金を交付し、保護

者の経済的負担軽減を図ってい

ます。 

P42 乳幼児医療費

の助成 

施策内容の修正 0 歳から 15 歳中学校卒業まで

の･･･。 

0 歳から 18 歳到達年度末まで

の･･･。 

P42 就学援助費 施策内容の修正 経済的な理由により就学が困

難な児童の保護者に対し…。 

経済的な理由等により就学が困

難な児童生徒の保護者に対し…。 



ﾍﾟｰｼﾞ 実施施策名 変更点 変更前（…は省略部分） 変更後（…は省略部分） 

P42 保育料の軽減 施策内容の修正 ･･･家庭に対して保育所の保育

料軽減を行っています。また、

就学前の児童が保育所や幼稚

園等に、同時通所する第 2 子の

保育料軽減、第 3 子以降の保育

料を無料として軽減を図って

います。 

･･･家庭に対して保育所・幼稚園

等の保育料軽減を行っています。

また、第 2 子の保育料軽減、第 3

子以降の保育料を無料として保

護者の経済的負担の軽減を図っ

ています。 

P42 奨学金 施策内容の修正 ･･･修学上必要な学資金の一部

を貸付けし、修学の途を開きま

す。 

･･･修学上必要な学資金の一部を

貸付けます。また一定の条件を満

たす場合は、その返還金を免除

し、修学の途を開きます。 

P42 特別児童扶養

手当 

施策内容の修正 身体、知的または精神に障害の

ある 20 歳未満の児童を家庭で

扶養している方に対して…。 

身体、知的または精神に障害のあ

る 20歳未満の児童を家庭で養育

している方に対して…。 

P43 育児相談 施策内容の修正 毎月保健センターで実施して

います。 

削除 

P43 妊婦相談・お

っぱい相談 

施策名の修正 妊婦相談・おっぱい相談 妊婦相談・母乳相談 

P43 保育所の育児

相談 

施策内容の修正 各地域にある保育所の所長や

保育士による、子育てについて

の相談の機会を月に1回受ける

日を設定しています。 

各地域にある保育所の所長や保

育士による、子育てについての相

談を随時受付けています。 

P47 不妊治療費助

成事業 

施策内容の修正 ･･･費用の一部を助成します。 ･･･費用の全額を助成します。 

P47 妊婦歯科健康

診査 

施策の追加 なし 妊娠期間中に市内歯科医院で歯

科健診を受診できます。母子健康

手帳交付時に「妊婦歯科健康診査

受診券」を交付しています。 

P47 新 生 児 訪 問

（赤ちゃん訪

問） 

施策内容の修正 赤ちゃんが生まれた家庭を保

健師・助産師が全戸訪問しま

す。 

赤ちゃんが生まれた家庭を保健

師が全戸訪問します。 

P47 乳幼児健康診

査 

施策内容の修正 ※1 歳 6 か月児健診後のフォロ

ーアップ教室（いちご教室）を

2～3 歳のお子さんを対象に、

…。 

※1歳6か月児健診後のフォロー

アップ教室を 2～3歳のお子さん

を対象に、…。 



ﾍﾟｰｼﾞ 実施施策名 変更点 変更前（…は省略部分） 変更後（…は省略部分） 

P48 こども発達支

援センター 

施策内容の修正 相談対応の他、親子で参加する

教室活動、ベビーマッサージ、

保育所への支援、関係機関との

連携を行います。 

赤ちゃん教室は 4 か月～1 歳未

満のお子さんを対象に、ベビー

マッサージ、感覚遊び、ミニ学

習や相談を行います。 

親子教室は、2 歳～3 歳頃のお

子さんを対象にし、…。 

相談対応の他、親子で参加する教

室活動、ベビーマッサージ、保育

所・幼稚園等への支援、関係機関

との連携を行います。 

赤ちゃん教室は 4 か月～1 歳頃

（歩行が確立するまでを目安に）

のお子さんを対象に、ベビーマッ

サージ、ふれあい遊び、ミニ学習

や相談を行います。 

親子教室は、おおむね 2 歳～3 歳

頃のお子さんを対象にし、…。 

P48 健康教室 施策内容の修正 すくすく教室は、5 か月～1 歳

6 か月のお子さんとその保護者

を対象に、…。 

のびのび教室は、1 歳 7 か月～

未就学のお子さんとその家族

を対象に、親子で楽しくクッキ

ングを行い、食事のとり方や規

則正しい食生活の啓発を行い

ます。 

また、保育所・幼稚園児を対象

に、むし歯予防のお話やブラッ

シング指導による正しい歯磨

きの啓発を行います。 

離乳食教室は、4 か月～1 歳 6 か

月のお子さんとその保護者を対

象に、…。 

以降削除 

P48 予防接種の勧

奨 

施策内容の追加 子どもを病気から守るため、適

切な時期における予防接種を

勧奨します。予防接種券は新生

児訪問時にお渡しします。 

子どもを病気から守るため、適切

な時期における予防接種を勧奨

します。予防接種券は新生児訪問

時にお渡しします。 

平成 29 年度より、中学校 3 年生

までのインフルエンザ予防接種

の一部助成を行っています。 

 



 

ﾍﾟｰｼﾞ 実施施策名 変更点 変更前（…は省略部分） 変更後（…は省略部分） 

P48 若年性生活習

慣病予防事業 

施策内容の修

正 

適切な生活習慣を身につけ、

…。 

小学 4 年生に対し、健康学習と

血液検査（希望者のみ）を実施

します。「要指導」と判定され

た児童には、保護者同伴で保健

指導を行い、生活習慣の見直し

の支援を行います。 

小学 4年生が中学 1年生になっ

た時には、小学 4 年生と中学 1

年生の両方を対象とし、この事

業の実施を予定しています。 

小中学生を対象に適切な生活習

慣を身につけ、…。 

なお、必要に応じて保健指導を行

い、生活習慣を見直す支援を行い

ます。 

以降削除 

P48 子育て世代包

括支援センタ

ー 

（法律上の名

称「母子健康

包括支援セン

ター」） 

施策の追加 なし 妊娠期から出産・育児に係る切れ

目ない支援を行うため、ワンスト

ップ拠点となる子育て世代包括

支援センターを平成 32年度末ま

でに配置し、相談と情報提供体制

を拡充します。 

P52 保育所受け入

れ体制の充実 

施策名の修正 保育所受け入れ体制の充実 保育所・幼稚園等の受け入れ体制

の充実 

P52 こども発達支

援センター 

施策内容の修

正 

相談対応の他、親子で参加する

教室活動、ベビーマッサージ、

保育所への支援、関係機関との

連携を行います。 

赤ちゃん教室は 4 か月～1 歳未

満のお子さんを対象に、ベビー

マッサージ、感覚遊び、ミニ学

習や相談を行います。 

親子教室は、2 歳～3 歳頃のお

子さんを対象にし、…。 

相談対応の他、親子で参加する教

室活動、ベビーマッサージ、保育

所・幼稚園等への支援、関係機関

との連携を行います。 

赤ちゃん教室は 4 か月～1 歳頃

（歩行が確立するまでを目安に）

のお子さんを対象に、ベビーマッ

サージ、ふれあい遊び、ミニ学習

や相談を行います。 

親子教室は、おおむね 2 歳～3 歳

頃のお子さんを対象にし、…。 

 

 

 



ご意見・ご指摘 

・安芸高田市に待機児童はいないのか。 

→平成 29 年 4 月 1日現在では０人、10 月 1 日現在で 1名。平成 30 年 3 月 1日現在で

は、未満児に数名いる。 

 

・単独世帯とはなにか。 

→世帯員がひとりの場合、単独世帯という。 

 

・計画の全体の把握ができにくい。 

 

・在宅育児世帯支援給付金について 

→働こうと思うと、保育園を確保する必要がある。育児休業をとらないと、働く場所

がなくなる。働く母のための制度ではない。 

→給付金自体はありがたい。不妊で悩んでいる方にもつながる制度があればよい。 

→保育園に預けたくて働いてるわけではない。働いているお母さん方に対しては良い

思いがしない。 

→対象者がかなり特定される。年齢制限した理由は？ 

→公立保育所へ入れる月齢を設定した理由がわからない。 

   →6 か月から 1 歳 6 か月はあまりお金がかからない。こんな金額が必要があるのか。

もう少し大きくなった際に手当があればよい。 

   →一般就労の方は対象外だろう。一般就労の方の部分の補てんの方がよいのではな

いか。 

 

・保育所等が統廃合をするなかで、働きたいけど、保育所の受け入れ先がないと

いう想定がされているのか？ 

 

 


